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第 ２ 回  熊本県議会 国際スポーツ大会推進特別委員会会議記録 

 

令和元年６月17日(月曜日) 

            午後０時58分開議 

            午後２時18分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 （１）2019 女子ハンドボール世界選手権

大会熊本開催に関する件 

 （２）ラグビーワールドカップ 2019 熊本

開催に関する件 

 （３）東京 2020 オリンピック・パラリン

ピック競技大会に関する件 

 （４）国際スポーツ大会の成功に向けた取

り組みに関する件 

 （５）付託調査事件の閉会中の継続審査に

ついて 

――――――――――――――― 

出席委員(11人) 

        委 員 長 池 田 和 貴 

        副委員長 渕 上 陽 一 

        委  員 藤 川 隆 夫 

        委  員 城 下 広 作 

        委  員 吉 永 和 世 

        委  員 溝 口 幸 治 

        委  員 西   聖 一 

        委  員 内 野 幸 喜 

                委   員 髙 野 洋 介 

        委  員 橋 口 海 平 

        委  員 松 野 明 美 

欠席委員(１人) 

        委  員 松 田 三 郎 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

国際スポーツ大会推進部 

         部 長 寺 野 愼 吾 

政策審議監 千 田 真 寿 

国際スポーツ大会 

推進課長 坂 本 久 敏 

国際スポーツ大会         

推進課政策監 奥 園 栄 純 

知事公室 

政策調整監 津 川 知 博 

くまモングループ課長 浦 田 美 紀 

総務部 

首席審議員兼人事課長 小 原 雅 之 

私学振興課長 木 村 和 子 

企画振興部 

地域・文化振興局長 倉 光 麻里子 

企画課長 浦 田 隆 治 

   地域振興課長 池 永 淳 一 

文化企画・世界遺産 

推進課長 内 藤 美 恵 

健康福祉部 

健康福祉政策課長 下 山   薫 

健康危機管理課長 上 野 一 宏 

首席審議員兼         

障がい者支援課長 永 友 義 孝 

環境生活部 

首席審議員 

兼環境政策課長 横 尾 徹 也 

    自然保護課長 山 下 裕 史 

商工観光労働部 

総括審議員兼政策審議監         

兼商工政策課長 藤 井 一 恵 

観光経済交流局長 小金丸   健 

観光物産課長 上 田 哲 也 

首席審議員兼国際課長 波 村 多 門 

農林水産部 

首席審議員         

兼農林水産政策課長 渡 邉 泰 浩 

流通アグリビジネス課長 井 上 克 浩 

土木部 

政策審議監 藤 本 正 浩 

監理課政策調整審議員 久保田 健 二 

都市計画課審議員 弓 削 真 也 

教育委員会 
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       教育理事 青 木 政 俊 

教育政策課長 上 塚 恭 司 

     体育保健課長 西 村 浩 二 

警察本部 

参事官兼警務課長 平 良 俊 司 

参事官         

兼生活安全企画課長 上 田 栄 治 

参事官兼地域課長 木 庭 俊 昭 

交通規制課長 原 田 聖 哉 

理事官兼警備第二課長 春 日 克 友 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

   政務調査課主幹 西 野 房 代 

     政務調査課主幹 植 田 晃 史 

――――――――――――――― 

午後０時58分開議 

〇池田和貴委員長 ただいまから、第２回国

際スポーツ大会推進特別委員会を開催いたし

ます。 

 委員会の開催に当たり、まず一言御挨拶を

させていただきたいと思います。 

 改めまして、委員長の池田でございます。 

 この特別委員会も、熊本でラグビーワール

ドカップが行われることになりまして、設置

をされまして、今まで委員の皆さん方も執行

部の皆さん方も、この大会を成功させるため

に、ずっと議論をしていただきました。 

 いよいよラグビーワールドカップが100日

を切ってスタートをし、その後、世界ハンド

ボール選手権大会が行われ、また次の年には

東京オリンピックがということになっており

ます。本当に、いよいよ大詰めになってまい

りました。ぜひ、この熊本で開催される大会

が成功するように、また次のオリンピックに

向けてしっかりと準備ができるように、私も

一生懸命頑張っていきたいというふうに思っ

ているところでございます。 

 どうぞ先生方も、また執行部の皆さん方

も、いよいよ最後の最後でございますので、

ぜひ気を引き締めて頑張ってまいりましょ

う。 

 それでは、どうぞよろしくお願い申し上げ

まして、私の御挨拶にさせていただきたいと

思います。お世話になります。 

 副委員長からも、御挨拶をしていただきた

いと思います。 

 

○渕上陽一副委員長 副委員長の渕上でござ

います。 

 大会本番まで、あと数カ月となりました。 

 池田委員長からもございましたとおり、大

会成功に向けて皆様とともに力を合わせて、

しっかりと取り組んでまいりたいというふう

に思いますので、どうか今後ともよろしくお

願い申し上げます。 

 簡単でございますが、御挨拶にかえさせて

いただきます。よろしくお願いします。 

 

〇池田和貴委員長 続けて、執行部を代表し

て、国際スポーツ大会推進部長から御挨拶を

お願いいたします。 

 

○寺野国際スポーツ大会推進部長 本年度の

最初の委員会に当たりまして、執行部を代表

いたしまして御挨拶申し上げます。 

 少し長くなりますので、着座にて失礼しま

す。 

 

〇池田和貴委員長 はい、どうぞ。 

 

○寺野国際スポーツ大会推進部長 いよいよ

ラグビーワールドカップ、女子ハンドボール

世界選手権大会、２つの国際スポーツ大会の

本番が間近に迫ってまいりました。また、東

京オリンピック・パラリンピック競技大会に

つきましても間もなく１年前となることか

ら、着々と準備を進めているところでござい

ます。 

 ラグビーワールドカップにつきましては、

現在チケットの第３次一般販売が行われてお
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りますが、これまでのところ熊本で開催され

る２試合とも、おおむね順調な売れ行きと聞

いております。 

 開幕まであと95日となる中、本県で行われ

ます２試合を、満員のお客様でお迎えできま

すよう、引き続き万全の準備を進めてまいり

ます。 

 なお、会場の整備も順調に進んでおりまし

て、先生方にも御心配いただきました２つ目

の大型スクリーンも、今月末には完了する見

込みとなっております。 

 女子ハンドボール世界選手権大会につきま

しては、今月６日に参加24チーム全てが決ま

りました。今週末の21日に東京で組み合わせ

抽選会が開催され、４つのグループ分けが決

まります。 

 その後、６月末にマッチスケジュールを決

定し、これを受けて７月７日から、チケット

の一般先着販売を初めチケット販売が本格化

します。 

 また、東京オリンピック・パラリンピック

競技大会につきましては、県内でより多くの

事前キャンプ誘致ができますよう、誘致活動

に取り組む市町村の支援を行っているところ

でございます。 

 聖火リレーの準備も進展しておりまして、

今月１日に実施市町村が公表されまして、今

後、詳細ルートの調整を進めてまいります。 

 聖火ランナーにつきましても、来月１日か

ら８月31日までの２カ月間、応募を受け付

け、12月以降に決定されることとなっており

ます。 

 今年度開催されます２つの国際スポーツ大

会につきましては、円滑な大会運営、観戦者

数目標の達成、レガシーの構築の３つの成果

の実現を目指し、取り組みを進めておりま

す。 

 特に観戦者数目標につきましては、ラグビ

ー６万人、ハンドボール30万人を掲げており

まして、この目標達成のためにはさらなる機

運醸成を図っていく必要がございます。 

 県としましても、バナーやのぼり設置など

の都市装飾やカウントダウンイベントなどを

実施するなど、広報ＰＲ活動などによる盛り

上げを加速してまいります。 

 ハンドボールにつきましては、学校単位な

どで観戦などを行います一校一国運動の展開

を初め、企業、団体などを個別訪問してチケ

ット販促活動を行ったり、国内外から観戦に

来られる方々がスムーズに来熊できるよう旅

行商品を造成するなど、誘客活動を強化して

まいります。 

 また、熊本を訪れる国内外の観戦客の方々

に、熊本に来てよかった、すばらしかったと

満足していただけますよう、オール熊本での

おもてなしに取り組んでまいりたいと考えて

おります。 

 その取り組みの１つとしまして、現在、県

内の経済文化団体、商店街などの方々に対

し、それぞれの分野でのおもてなしに取り組

んでいただくよう、協力のお願いを行ってい

るところでございます。 

 例えば、熊本市内では中心市街地の商店街

が国際交流団体などと連携しまして、飲食店

などで利用できる多言語の指差しシートの作

成が始まるなど、具体的な動きが出てきてお

ります。今後とも大会本番が迫る中、３つの

成果を実現し、さらに経済効果の最大化や熊

本を訪れるリピーターの方をふやすなど、大

会を大成功させるため全身全霊でさまざまな

取り組みを加速してまいりたいと考えており

ます。委員の皆様におかれましては、引き続

き御支援・御協力のほどよろしくお願い申し

上げます。 

 本日は、各部局の取り組み状況などにつき

まして担当課長から説明しますので、御審議

のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

〇池田和貴委員長 ありがとうございまし

た。 
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 続けて、執行部出席職員の自己紹介をお願

いいたします。 

 

(寺野国際スポーツ大会推進部長～春日警

備第二課長の順に自己紹介) 

 

〇池田和貴委員長 自己紹介も終わったよう

でございます。 

 １年、このメンバーで審議してまいります

ので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、議事に入らせていただきます。 

 お手元に配付しております本日の次第に従

い、まず執行部から一括して説明を受け、そ

の後、質疑は議題ごとに行いたいと思いま

す。 

 なお、委員会の運営を効率的に行うため、

説明につきましては着座にて簡潔にお願いい

たします。 

 それでは、議題１、2019女子ハンドボール

世界選手権大会熊本開催に関する件につい

て、説明をお願いいたします。 

 

○坂本国際スポーツ大会推進課長 国際スポ

ーツ大会推進課の坂本でございます。 

 まず、議題１の、2019女子ハンドボール世

界選手権大会熊本開催に関する件につきまし

て、御説明いたします。 

 １ページの、１、大会概要をごらんくださ

い。 

 下段の左側の表の下から３枠目、北中米選

手権枠のキューバと、一番下の枠のヨーロッ

パ大陸最終予選の９カ国が今月決定され、参

加24チームが出そろいました。 

 その右の表は、前回大会順位及び現在の世

界ランキングでございます。 

 次に、２ページをごらんください。 

 大会のマッチスケジュールでございます。 

 予選ラウンド７日60試合、メインラウン

ド、決勝ラウンド６日36試合で、合計13日96

試合が行われます。 

 会場ごとの試合日数及び試合数は、右下の

参考２のとおりとなっております。 

 続きまして、３ページをごらんください。 

 組み合わせ抽選会でございます。 

 参加24チームを、予選ラウンドの４グルー

プに振り分けるものでございます。 

 今週末21日に、東京・銀座の観世能楽堂で

開催されます。 

 右側の出席者に記載しておりますとおり、

国際ハンドボール連盟会長、日本ハンドボー

ル協会会長、知事、開催３市の市長、大会出

場国の連盟、在日大使の皆様など約200名の

御出席を予定しております。県議会からも、

井手議長、当特別委員会の池田委員長が御出

席の予定でございます。 

 その上の｢目的｣の２段目にありますよう

に、大会の優勝トロフィーや入賞メダルの披

露も行い、国内外に大会の開催をアピールす

ることとしております。 

 なお、一番下の｢その他｣にありますとお

り、組み合わせ抽選会で予選ラウンドの４グ

ループへの振り分けの後、各試合の会場や開

始時間は、６月末に国際ハンドボール連盟が

決定・発表される予定となっております。 

 次に、４ページをごらんください。 

 チケット販売についてでございます。 

 下段の表(1)チケット販売概要をごらんく

ださい。 

 現在、②のオフィシャルサイト及び③のプ

レイガイドでの先行先着販売を行っておりま

す。 

 日本代表おりひめジャパンにちなみ、７月

７日・七夕の日から、④の一般先着販売を開

始いたします。マッチスケジュールも決まる

ことから、ここからチケット販売を本格化し

てまいります。 

 次の、下のほうの５ページをごらんくださ

い。 

 チケットの料金表でございます。 

 左上の一日券の場合、一番下の枠のＡ席前
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売り1,000円から、一番上の枠の、決勝戦Ｓ

席前売り8,000円までの料金などとなってお

ります。 

 次に、６ページをごらんください。 

 ５、大会ボランティアについてでございま

す。 

 昨年の第１期募集では、831人の方に応募

いただきました。 

 内訳は、表にありますとおり運営スタッ

フ、語学スタッフがほぼ同数、女性が約３分

の２となっております。幅広い年齢層の方か

ら、御応募をいただいております。 

 現在、第２期の募集を実施中でございま

す。700人以上の応募を目指し、全体で1,500

人から2,000人を目標としております。 

 次に、その下の７ページ、６、会場整備に

ついてでございます。いずれの会場も、大会

開催に向けて着実に整備が進んでおります。 

 表の下に、主な整備の写真を掲載させてい

ただいております。 

 続きまして、８ページをごらんください。 

 ５つの会場の概要といたしまして、建物の

外観及び現時点での会場内のイメージ図、そ

してその下に収容人数、観客席数を掲載して

おります。 

 収容人員と観客席数の差は、消防協議やカ

メラ台設置等により、席が設置できない部分

があるためでございます。 

 次に、その下の７、地域交流についてでご

ざいます。 

 これにつきましては、各国選手や海外から

の観戦者の方と県民との交流の機会を創出

し、それがレガシーとして引き継がれていく

よう、取り組みを推進してまいります。 

 次に、下の９ページをごらんください。 

 文字が小そうございますが、誘客計画でご

ざいます。 

 上の表が、入場者数目標と観戦者数目標で

ございます。左側に、黄色の枠で囲っており

ます。 

 観戦者数目標は、1997年男子大会の約29万

人を上回る30万人としております。 

 一番左の列が入場者数目標①で、合計は一

番下にございます21万6,500人としておりま

す。これに、その右の列の１人当たりの観戦

試合数②をそれぞれ掛けまして、観戦者数目

標③30万人を設定しております。 

 この表の一番右の列に、区分ごとの誘客方

針を記載しております。この中で、上から３

枠目の学校観戦につきましては、県教育委員

会のリードによりまして、熊本市、私立学校

の協力も得て、既に８万人を上回る観戦希望

をいただいているところでございます。 

 県外、海外につきましても、旅行会社や競

技団体と連携した誘客を進めております。 

 商工会議所等、経済界の皆様などにも御協

力いただくこととしており、オール熊本で盛

り上げを図ってまいります。県議会におかれ

ましても、引き続き御協力のほどをよろしく

お願い申し上げます。 

 次に、左下の表は、会場ごとの観戦者数目

標、右下の表は、地域ごとの入場者数目標を

整理しております。約９割を、熊本市内の３

会場の観戦者と見込んでおります。熊本市、

八代市、山鹿市などと、しっかりと連携しな

がら取り組みを進めてまいります。 

 次に、10ページをごらんください。 

 ９、ファンゾーン計画でございます。 

 各会場の外に赤枠のイメージで、ファンゾ

ーンを設ける予定としております。また、会

場内にも、できるだけスペースを確保するこ

ととしております。その中で、県産品のアピ

ールも積極的に行えるよう準備を進めている

ところでございます。 

 次に、下の11ページをごらんください。 

 10、一般観客等交通輸送実施計画でござい

ます。 

 一番上に、輸送方針として、一人でも多く

の観客に会場に足を運んでいただける、円滑

な輸送体制を整えることなどを掲げておりま
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す。 

 その下の図から次の12ページにかけまし

て、会場ごと、交通手段ごとに、観客の会場

までの輸送計画を記載しております。 

 12ページの下の表をごらんください。 

 学校応援バスにつきまして、円滑に運行で

きますよう計画的に準備を進めているところ

でございます。 

 下の13ページ左側は、メディア関係者の輸

送計画図を記載しております。 

 熊本市桜町のバスターミナルを中心に、５

会場へのバスを運行する予定としておりま

す。 

 このページの右側には、試合当日の混雑緩

和等のため、会場までのアクセス方法や交通

規制内容を事前告知する交通広報計画を記載

させていただいております。 

 次に、14ページをごらんください。 

 11、選手団及び大会役員等に係る宿泊実施

計画でございます。 

 選手団等の大会関係者が良好なコンディシ

ョンで大会に臨めるよう、適切な配宿、食事

サービスの提供を行うとともに、熊本の食材

を使ったメニューの提供やエクスカーション

などを実施し、熊本の魅力を発信することと

しております。 

 宿泊施設の確保につきましては、各選手団

のホテルは熊本市内を中心とした８ホテルに

配宿し、また決勝トーナメントの上位12チー

ムは、できる限りホテルを集約して配宿する

こととしております。 

 そのほかＩＨＦ代表団のホテル、ＶＩＰ等

ホテル、メディア用ホテルを確保し、一般観

客用ホテルにつきましても、情報提供を行う

こととしております。 

 議題１につきましては、以上でございま

す。 

 

〇池田和貴委員長 次に、議題２ ラグビー

ワールドカップ2019熊本開催に関する件につ

いて、説明をお願いいたします。 

 

○坂本国際スポーツ大会推進課長 議題２

の、ラグビーワールドカップ2019熊本開催に

関する件について御説明いたします。 

 16ページをごらんください。 

 まず、１、大会概要でございます。 

 全44日間、全国の12会場で開催されます。 

 一番下(4)に、予選組み合わせを記載して

おります。 

 下の17ページの上段に、熊本で開催される

２試合を記載しております。 

 その下の、２、チケット販売をごらんくだ

さい。 

 ３月31日まで、第２次一般先着販売が行わ

れました。 

 販売状況の詳細は公表されておりません

が、熊本会場の売れ行きもおおむね好調と聞

いております。 

 図に記載しておりますとおり、チケット販

売総数は約180万枚で、東京の組織委員会と

ワールドラグビーが約90万枚ずつ販売するこ

ととなっております。既に約130万枚が販売

済みとなり、現在７月下旬までの第３次一般

先着販売が行われております。 

 ８月から、第４次一般先着販売が行われる

予定でございます。 

 次に、18ページをごらんください。 

 熊本会場関係のチケットなどについて記載

しております。 

 その下のほうに、３、チームによる２回目

の実地視察として、熊本市で公認チームキャ

ンプを行う４チームの視察状況を掲載してお

ります。 

 次に、その下の19ページをごらんくださ

い。 

 ４、ボランティアについてでございます。 

 (1)採否結果にありますとおり、全国で約1

万3,000人、熊本会場で約500人が採用となっ

ております。 
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 (2)にありますとおり、大会開催に向けま

して、順次研修が行われることとなっており

ます。 

 次に、５の地域交流計画関係でございま

す。 

 県と熊本市が共同して、熊本で試合を行う

フランス、ウェールズ、トンガ、ウルグアイ

との交流計画を策定し、事業に取り組んでお

ります。 

 最近の取り組みといたしまして、一番下の

(1)トンガの駐日大使来熊、次のページにい

きまして20ページ、(2)フランスの在日大使

館一等書記官来熊による交流事業を実施して

おります。 

 その下の(3)に、今後の交流事業の予定を

記載させていただいております。 

 次に、下の21ページをごらんください。 

 ６、会場整備についてでございます。 

 大会開催に向けまして、着実に整備を進め

ております。 

 皆様に御心配をおかけしました、４の２面

目の大型スクリーンにつきましても、先ほど

部長からございましたように、今月末に完成

予定となっております。 

 次に、22ページをごらんください。 

 ７、誘客計画についてでございます。 

 まず、今後の取り組みの方向性についてで

ございます。 

 現在、販売中の第３次一般販売や８月から

の第４次一般販売においては、ワールドラグ

ビーが海外で販売している割り当てのハンド

バック分の販売が中心となる見込みです。 

 ２段落目に記載しておりますとおり、カテ

ゴリーＡ席、Ｂ席は比較的高価なため、ラグ

ビーのコアファンや経済界等に対して、さら

に購入の協力を依頼し、２試合ともフルスタ

ジアムの早期実現を目指してまいります。 

 次に、23ページをごらんください。 

 ８、ファンゾーン計画でございます。 

 会場は、熊本市内の花畑広場及びシンボル

プロムナードでございます。開幕日の９月20

日から、熊本で２試合目が行われる10月13日

までのうち、15日間の開設を予定しておりま

す。 

 なお、左下の表にありますように、熊本で

１試合目が行われる前日の10月５日から毎日

開設する予定としております。 

 その右側が、ファンゾーンのイメージ図で

ございます。 

 次に、24ページをごらんください。 

 花畑広場及びシンボルプロムナードにおけ

る、会場レイアウトの予定図でございます。 

 10月２日までの前半は花畑広場のみに開設

し、10月５日からの後半はシンボルプロムナ

ードも使って開設する予定としております。 

 それぞれの図の下に記載しておりますよう

に、いずれもパブリックビューイングや県内

の伝統芸能の披露などのステージイベントな

どを予定しており、フランス、ウェールズ、

トンガ、ウルグアイの御当地グルメや、県産

品を使用した飲食物の試食・試飲を予定して

おります。 

 右側の後半におきましては、県、熊本市の

観光、物産のＰＲブースも出店する予定とな

っております。 

 次に、その下の25ページをごらんくださ

い。 

 ９、観戦客等交通輸送実施計画でございま

す。 

 左側に基本方針と対応策を記載しており、

チームや大会関係者、約３万人の観客の方々

を円滑かつ安全に輸送するため、下の対応策

にありますように、(4)交通規制等の実施

や、(5)交通事前広報の徹底等に取り組んで

まいります。 

 右側の図は、交通手段ごとの観客の会場ま

での輸送体系図でございます。 

 次の、26ページをごらんください。 

 県内各輸送拠点から、試合会場までの輸送

ルートを記載しております。 
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 その下の、27ページをごらんください。 

 会場周辺道路の規制、及び駐車場利用計画

を記載しております。 

 タクシーにつきましても、図の左端の中央

に記載しておりますように、乗降所を設置す

る予定でございます。タクシー協会にお願い

いたしまして、300台程度を配置いただきた

いということで、現時点でお願いをしており

ます。 

 次に、28ページをごらんください。 

 10、今後の主なスケジュールでございま

す。 

 この中で、7月20日、３つ目のポツです

が、７月20日に、ジャパンラグビートップリ

ーグカップ2019｢復興絆マッチ｣及び「ラグビ

ー祭り」の開催を予定しております。詳しく

は、後ほど説明させていただきます。 

 議題２につきましては、以上でございま

す。 

 

〇池田和貴委員長 次に、議題３ 東京2020

オリンピック・パラリンピック競技大会に関

する件について、説明をお願いいたします。 

 

○坂本国際スポーツ大会推進課長 続きまし

て、議題３の東京2020オリンピック・パラリ

ンピック競技大会に関する件について、御説

明いたします。 

 まず、29ページをごらんください。 

 １、大会概要として、(1)東京オリンピッ

ク、その下の(2)東京パラリンピックの概要

について記載しております。 

 次に、30ページをごらんください。 

 ２、東京オリンピックチケット販売でござ

います。 

 上段の右側に、チケット販売スケジュール

を記載しております。６月20日に抽選申し込

みの結果の発表が行われる予定でございま

す。ことし秋以降に、先着順販売が開始され

る予定となっております。 

 なお、左側の表の観戦チケットの枠の下段

にありますように、来年の春以降、公式販売

サイトに加え、東京都内にチケット販売所が

設置される予定ということで伺っておりま

す。 

 31ページをごらんください。 

 31ページの一番上のほうに記載させていた

だきましたように、公式販売サイトでチケッ

トを購入される際には、ＩＤ登録が必要とな

っております。 

 チケットの価格は、開閉会式のチケットが

１万2,000円から30万円、競技の一般チケッ

トが2,500円から13万円で、半分以上のチケ

ットが8,000円以下で購入可能ということに

なっております。 

 次に、その下のキャンプ地の誘致について

でございます。現在の誘致状況を表にまとめ

ております。 

 熊本県と熊本市が決定しており、八代市、

菊池市及び玉名市におきまして交渉中となっ

ております。県としましても、各市の誘致を

支援しております。 

 次に、32ページをごらんください。 

 ４、選手育成に関することについてでござ

います。 

 (1)オリンピック選手育成事業につきまし

ては、体育保健課、次の33ページの(2)、パ

ラリンピック選手育成・強化推進事業につき

ましては、障がい者支援課において取り組み

を進められております。 

 上のほうのオリンピックにつきましては、

ことし５月に県内競技団体から推薦された選

手から、29人を育成指定選手に指定されてお

られます。 

パラリンピックにつきましては、８人程度

の指定が予定されており、今月中に強化指定

選手を決定される予定でございます。 

 次に、34ページをごらんください。 

 ５、機運の醸成に関することでございま

す。 
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 スポーツ庁の委託事業として、事業概要に

ありますとおり４つの事業を展開することと

されておられます。 

 次に、35ページをごらんください。 

 ６、聖火リレーについてでございます。 

 実施期間は、3月26日から７月24日で、本

県は５月６日、７日となっております。 

 聖火リレーの実施に向けて、各都道府県で

実行委員会を設立することとされまして、本

県では昨年８月に知事を会長、県議会議長を

副会長としまして設立をしております。そこ

で、全国共通のコンセプトに加えまして、一

番下に記載しております熊本県内の聖火リレ

ールート選定方針が決定されました。 

 次に、36ページをごらんください。 

 今月１日に、東京の組織委員会から、全国

の聖火リレー実施市町村や聖火ランナー募集

概要等が発表されました。 

 県内のリレー実施市町村は、１日目の５月

６日が県南地域を中心とし、翌７日が県央、

県北地域の全13市町村となっております。 

 聖火ランナーの募集要件は、下段左側に記

載のとおりでございます。13歳以上の年齢に

なる人、各都道府県にゆかりのある人などと

なっております。 

 応募先、選定人数は、その右側の表にあり

ますように、スポンサー枠、県実行委員会枠

などの区分がございます。１日当たりのラン

ナーは80から90名で、各都道府県の実行委員

会には１日当たり22名の割り当てがあってお

ります。 

 37ページをごらんください。 

 本県の聖火ランナー選定につきまして、記

載しておりますとおりでございます。２日で

44人のうち、③に記載しておりますとおり、

本県としては30から35人程度を公募により選

定し、著名人のＰＲランナーなどの推薦も活

用することとしております。 

 募集期間は、７月１日から８月31日まで、

応募方法は特設サイトから申し込むか、県

庁、市町村役場等に設置予定の応募用紙に記

載の上、指定の申込先に郵送いただくことに

なります。選定結果は、12月以降に組織委員

会から当選者へ通知される予定でございま

す。 

 議題３については、以上でございます。 

 

〇池田和貴委員長 次に、議題４、国際スポ

ーツ大会の成功に向けた取り組みに関する件

について、説明をお願いいたします。 

 

○坂本国際スポーツ大会推進課長 引き続き

まして、説明させていただきます。 

 議題４の、国際スポーツ大会の成功に向け

た取り組みに関する件について、御説明いた

します。 

 38ページをごらんください。 

 １、国際スポーツ大会推進部の取り組みに

ついてでございます。 

 まず、ア、２つの国際スポーツ大会に向け

たさらなる機運醸成、盛り上げに向けた取り

組みについてでございます。 

 ①目的に記載しておりますように、ラグビ

ー６万人、女子ハンドボール30万人の観戦者

目標達成のために、誘客戦略を強力に推進

し、県民や熊本に来られる方が、熊本の大会

はよかったと満足できる大会となるよう、さ

らなる機運醸成、盛り上げを図ってまいりま

す。 

 また、大会の成功に合わせまして、広く県

内に経済効果を波及させるための取り組みも

加速してまいります。 

 具体的な取り組みにつきましては、ちょっ

と字が小そうございますが、このページの右

下の図、広報誘客の活動方針をごらんくださ

い。 

 円滑な運営としまして、メディア対応やテ

レビ放映、大成功への取り組みとして、カウ

ントダウンイベントや都市装飾など、観戦者

数目標の達成としてチケット販売や旅行商品
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造成を加速してまいります。 

 その下の39ページに、ハンドボール、ラグ

ビーの順に取り組みのスケジュールを記載

し、あわせて参考といたしまして一番下に、

オリンピック・パラリンピックのスケジュー

ルを記載させていただいております。 

 次に、40ページをごらんください。 

 大会を成功に導くための、おもてなしの展

開についてでございます。 

 ①の趣旨に記載しておりますとおり、熊本

を訪れる国内外の方々に、また熊本を訪れて

みたいと感じていただけるような熊本らしい

おもてなしの取り組みを県民一丸となって展

開していきたいと考えております。 

 ④具体的な進め方としまして、次の下のほ

うの41ページ右側の表２に記載しております

ように、各種団体、個人等に協力をお願いし

ておりまして、ボランティア団体、農業団

体、各種学校、商工会議所、公共文化施設、

交通関係協会、商店街、社交飲食業組合な

ど、さまざまな団体、個人に現在、協力依頼

を行っているところでございます。 

 次に、42ページをごらんください。 

 ウ、大会の成功に向けた庁内の連携につい

て記載させていただいております。 

 大会で目指します３つの成果、①円滑な大

会運営、②観戦者数目標の達成、③レガシー

の構築の実現に向けまして、県庁一丸となっ

て取り組みを推進しております。 

 次に、その下の43ページをごらんくださ

い。 

 (2)機運醸成に向けた取り組みの最近の具

体例といたしまして、「hummel」との覚書締

結について記載しております。 

 「hummel」は、デンマークに本社がある世

界的スポーツメーカーで、国際ハンドボール

連盟のパートナー企業でございます。日本で

は、野球用品等のスポーツ用品メーカー｢エ

スエスケイ｣が、製造販売元となっておりま

す。 

 次に、44ページをごらんください。 

 イ、各種広報ＰＲ活動の最近の具体例でご

ざいます。 

 著名人の方々や民間企業、県内テレビ局な

どの協力を得まして、取り組みを推進してお

ります。 

 次に、45ページをごらんください。 

 ウ、ラグビートップリーグを活用した機運

醸成についてでございます。 

 先ほど申し上げましたように、７月20日

に、えがお健康スタジアムにおきまして、ジ

ャパンラグビートップリーグカップ2019｢復

興絆マッチ｣が開催されます。コカコーラレ

ッドスパークス対釜石シーウェーブスの試合

でございます。 

 ワールドカップ開幕まで残り２カ月前の節

目に当たることから、熊本での大会開催への

さらなる機運醸成を図りたいと考えておりま

す。 

 地震からの復興関連の取り組みとしまし

て、釜石市との連携や熊本地震の被災者の方

々を招待するなどの取り組みを予定しており

ます。 

 なお、ここには書いてございませんが、広

く県内各地の方々に観戦いただけるよう、各

地域振興局発着の無料バスの運行も予定して

おります。 

 最後に、46ページをごらんください。 

 エ、熊本国際スポーツ大会実行委員会担当

責任者会合の開催についてでございます。 

 ①趣旨に記載しておりますように、国際ス

ポーツ大会の成功に向けた県内の機運醸成を

図るために、知事を発起人として発足しまし

た実行委員会の事務担当者等に参加いただ

き、さらなる機運醸成のための協力支援を依

頼することとしております。開催日は７月４

日で、対象約280団体から150から200人程度

の参加を予定しております。 

 当課の説明は、以上でございます。 
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○波村国際課長 私からは、海外からの誘客

の取り組みについて説明いたします。 

 資料47ページをお願いいたします。 

 まずは誘客のターゲット国でございます

が、ラグビーはフランス、ウェールズ、オー

ストラリア、ニュージーランド。女子ハンド

は、フランス、ドイツそしてノルウェー等の

北欧諸国、そして韓国でございます。 

 次に、誘客の方向性としては、ＦＩＴ対策

に重点を置きつつ、現地旅行会社への旅行商

品造成やくまモンを活用するなど、熊本県そ

のものの認知度アップに向けた働きかけを行

うこととしております。 

 続きまして、これまでの取り組みについて

説明いたします。 

 48ページ以降に記載しております主な取り

組みについて説明いたします。48ページをお

願いいたします。 

 まず、ＦＩＴ対策の情報発信でございま

す。 

 これまで関係機関と連携しながら、メディ

アやブロガーなどとの活用、ホームページや

ＳＮＳによる情報発信に取り組んでおりま

す。 

 前回委員会以降の主な取り組みでございま

すが、一番は熊本市との連携事業で、欧米、

豪向けの観光ＰＲ動画を制作し、配信を行っ

ております。県版は阿蘇の火口、イルカウォ

ッチング、ラフティングや温泉、球磨焼酎な

どを紹介しております。 

 熊本市版は、熊本市繁華街のさまざまな顔

を持つ路地裏をテーマに、熊本城や熊本の食

文化を紹介する動画となっております。現

在、220万回ほどの再生を記録しているとこ

ろでございます。 

 次の２番でございますが、ＡＮＡの協力に

より機内誌の「WINGSPAN」で熊本城の写真を

掲載いただいております。 

 49ページをお願いいたします。 

 プロモーションとセールスでございます。 

 これまで、関係機関と連携して、イギリ

ス、フランス、北欧などのプロモーションや

セールスを実施しております。 

 前回委員会以降の主な取り組みでございま

すが、３番は５月18日に観光庁長官をお招き

して国際スポーツ大会の機運醸成として、講

演会を開催しております。観光事業者や行政

関係者300人が参加しております。 

 ４番ですが、オーストラリア及びニュージ

ーランドの旅行会社への観光ＰＲと商談会を

開催しております。 

 次に５番ですが、フランスのオフィシャル

トラベルエージェントであるクラー社を招請

してファムツアー、いわゆる視察ツアーを実

施しております。10月６日の試合に合わせて

クラー社は熊本で250人規模のツアーを予定

しております。 

 50ページをお願いいたします。 

 団体旅行対策でございますが、これまでイ

ギリス、フランスでのオフィシャルトラベル

エージェント、政府関係機関へのプロモーシ

ョン、九州合同のレセプション、Japan Expo

への出展、団体向けツアー造成支援などに取

り組んでおります。 

 次に、受入環境整備でございます。 

 これまで、多言語コールセンターやキャッ

シュレス決済の情報等を提供する受入環境整

備の説明会の開催や、多言語表示、Wi-Fi整

備、トイレの洋式化を促進する取り組みを行

っております。 

 前回委員会以降の主な取り組みですが、６

番「くまもとフリーWi-Fi」の整備状況でご

ざいますけれども、３月末時点で366施設 

1,015アクセスポイントが整備されておりま

す。 

 次に７番でございますが、多言語コールセ

ンターについては、今年度から医療機関の窓

口での利用や警察への問い合わせへの対応が

追加されております。 

 続きまして、53ページから今後の予定につ
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いて掲載しております。 

 53ページをお願いいたします。 

 まずは、ＦＩＴ対策の情報発信でございま

す。 

 ２番でございますが、デジタルマーケティ

ングによる情報発信でございます。 

 動画配信等により認知度向上を図るととも

に、データの収集分析によるターゲティング

など、より効率的・効果的な情報発信に取り

組むこととしております。 

 ４番から６番にかけましては、スポーツ大

会の開催前、期間中、開催後の取り組みを掲

載しております。 

 まず４番でございますが、開催前の対策と

して、ターゲット国のエージェント、メディ

アと連携して、大会及び観光情報の情報発信

を行う予定としております。 

 ５番は、大会期間中の取り組みでございま

す。スポーツ大会で本県を訪れた観光客に、

観光地や飲食店の情報を、ＳＮＳでハッシュ

タグを付けて情報発信していただくためのキ

ャンペーンを企画予定でございます。 

 ６番は、大会開催後そしてオリンピック・

パラリンピック対策といたしまして、インフ

ルエンサーによる情報発信を実施する予定で

ございます。スポーツ大会の取材で本県を訪

れるメディアを対象に視察ツアーを実施し、

各国に情報発信をしていただくことにしてお

ります。 

 54ページをお願いいたします。 

 ８番でございますが、観光ビジネスチャレ

ンジ支援事業として、民間事業者が取り組む

新たな観光商品やメニューの開発支援を行う

こととしております。 

 次に９番ですが、ラグビーワールドカップ

期間中のイベント民泊事業でございます。イ

ベント期間中の宿泊施設の不足に対応するた

め、イベント民泊を実施する予定としており

ます。 

 次に10番でございます。 

 祭りアイランド九州として、本年９月28日

から29日にかけまして、九州・山口の祭り

が、ここ熊本に集結するイベントが開催され

ることとなっております。 

 次に、57ページをお願いいたします。 

 参考ではございますが、国内誘客対策とし

て熊本デスティネーションキャンペーンを活

用したＰＲやハンドボールのチケットを組み

込んだ旅行商品の開発・販売を行うこととし

ております。 

 最後に、58ページをお願いいたします。 

 県産品のＰＲについては、県の物産館にお

いて外国人をターゲットにした特設コーナー

の設置、ファンゾーンにおいては、先ほども

御紹介ありましたけれども、県産品の展示販

売を行う県ブースを設置することとしており

ます。 

 以上、国際スポーツ大会に向け、観光客の

誘客や受入環境整備、そして熊本の魅力発信

に努めていくこととしております。 

 私からの説明は、以上でございます。 

 

○渡邉農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 資料は、下の59ページでございます。 

 県産食材等の供給に向けた取り組みのう

ち、主なものを御説明申し上げます。 

 まず、アの県内開催国際スポーツ大会に向

けた取り組みでございます。 

 ①のとおり、女子ハンドボール日本代表激

励会等の会場におきまして、県産農産物のＰ

Ｒ等を行ったほか、右下の写真でございます

が、地産地消フラッグを作成いたしまして、

県内の販売店、飲食店、選手団の宿泊予定ホ

テル等の地産地消協力店の全店舗に配布をい

たしております。 

 次のページ、60ページをお願いいたしま

す。 

 ④でございます。県産畳表を使用した畳ベ

ンチの増設・張りかえといたしまして、県内
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の空港、駅等全46カ所について、畳ベンチの

増設・張りかえを実施いたしました。 

 今年度の取り組み予定といたしましては、

中段以下の①ファンゾーンへの県産食材等の

ＰＲブースの出展、②歓迎パーティー等での

「くまもとテーブル」の設置や、大会の開催

時期に合わせた地産地消協力店による地産地

消フェアの開催、③生花を利用いたしました

装飾によるおもてなし等を実施してまいりま

す。 

 下のページをお願いいたします。 

 イの、東京オリンピック・パラリンピック

に向けた取り組みでございます。 

 これまで、②にありますとおり、食材とし

ての採用に向けました各種の認証取得に係る

取り組みを支援してまいりました。 

 特に、熊本県版ＧＡＰ認証制度につきまし

ては、2017年８月に創設したところでござい

ますが、その下でございます。県内で454の

経営体で認証されているところでございま

す。 

 次のページをお願いいたします、62ページ

でございます。 

 中段以下の今後の取り組みでございます

が、県産農林水産物の供給実現に向けまし

て、引き続き飲食提供業者等への売り込みＰ

Ｒを実施してまいります。 

 特に熊本県版ＧＡＰにつきましては、調達

基準を満たす品目と生産量の拡大の推進を目

指しまして、1,000経営体の認証を目標に推

進してまいります。 

 また、選手村のビレッジプラザには、県産

木材を本年の８月に納材予定であります。 

 農林水産政策課からは、以上でございま

す。 

  

○上野健康危機管理課長 健康危機管理課で

ございます。 

 資料63ページをお願いいたします。 

 国際スポーツ大会に係る食中毒、感染症

等、衛生に関する取り組みについて、令和元

年度の取り組みについて御説明申し上げま

す。 

 まず、①の食中毒の未然防止に係る取り組

みについてでございますが、「大規模イベン

ト向け食品衛生の手引き」を作成いたしまし

て、宿泊施設や弁当調整施設等食品関係施設

に配布し、食品の取り扱いについての注意喚

起を図ってまいります。 

 今年度は、全国高校総体が国スポの前に開

催されますので、既に宿泊施設に対する指導

は開始しているところでございます。 

 また、大会事務局と連携しまして、県の衛

生対策方針として熊本県食品衛生対策実施要

領を作成し、選手宿泊施設を中心に立入検査

や指導を行うことにしており、こちらにつき

ましても山鹿、八代を含め県内の宿泊施設へ

の立ち入り、拭き取り検査や食品の微生物検

査など、既に開始しているところでございま

す。 

 次に、②の感染症の蔓延防止に係る取り組

みについてでございますが、大会開催に伴い

ます交流人口の増加に備えまして、特に感染

拡大リスクが高い麻疹や風疹の抗体検査、予

防接種を勧奨するチラシを作成し、観光事業

者を中心に注意喚起を行い、観光事業者の感

染防止、さらには事業者からの感染拡大防止

を図ることにしております。 

 そのため、熊本県旅館ホテル生活衛生同業

組合の各支部総会や県観光連盟に注意喚起の

チラシの配布やメールの一斉送信を依頼して

いるところでございます。 

 また、飲食業などの事業者に対しまして

は、食品衛生協会を通じまして注意喚起を図

っていく予定にしております。 

 次に、③の健康危機発生に備えた体制整備

についてですが、まず、大会事務局と連携い

たしまして、健康危機発生情報の共有、迅速

な対応を図るために緊急連絡網の整備を図り

ます。これは、もう既に整備済みでございま
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す。 

 さらに、輸入感染症の患者発生を想定した

患者の搬送訓練や、関係医療機関を含めまし

た県下一斉の訓練を、昨年度に引き続きまし

て今年度も大会開始前に実施することにして

おります。 

 また、県と熊本市の検査部門の合同の検査

実施訓練も、昨年に引き続きまして今年度も

実施する予定にしております。 

 最後のサーベイランス体制の強化について

ですけれども、これは万が一原因不明の感染

症の疑いのある患者が発生した場合に、診察

した医療機関から保健所に直ちに届け出をし

ていただく体制を整備したもので、県内10カ

所の感染症指定医療機関に加えまして、熊本

赤十字病院、国立熊本医療センター、熊本地

域医療センター、熊本中央病院、熊本労災病

院を加えました15の医療機関に既にお願いを

しているところでございます。 

 健康危機管理課の説明は、以上になりま

す。 

 

○弓削都市計画課審議員 土木部都市計画課

でございます。 

 資料の64ページをお願いいたします。 

 (4)国際スポーツ大会に係る土木部の取り

組みについて説明いたします。 

 土木部では、おもてなしグリーンプロジェ

クト等により、ことしの国際スポーツ大会を

見据え、平成28年から本年までの４カ年計画

で、沿道景観など魅力向上を図っておりま

す。 

 これまでの取り組みとして、沿道景観に配

慮した植栽などの改善を行っております。写

真は、第二空港線の状況をお示ししておりま

すが、空港やインターチェンジなどの交通拠

点と、大会開催地や主要観光地を結ぶ幹線道

路において、植樹帯の低木を地被類に植えか

えることなどにより、沿道景観の向上を図っ

ております。 

 また、下の写真のように路側等について

も、防草シール材による雑草防止対策を行っ

ております。 

 次に、65ページをごらんください。 

 大会開催に向けた公園施設の改善ですが、

写真のとおり熊本県民総合運動公園内のラグ

ビー場において、グラウンド面の樹木除去に

より、国際規格に合わせた広さを確保し、安

全・安心な競技環境を整えるとともに、観客

の視界確保を図っております。 

 今後も、大会開催時期に合わせて、引き続

き取り組んでまいります。 

 土木部からは、以上でございます。よろし

くお願いいたします。 

 

○上塚教育政策課長 教育政策課でございま

す。 

 66ページをお願いします。 

 国際スポーツ大会に係る、教育委員会等の

取り組みについて御説明いたします。 

 アの、競技の普及活動・情報発信等をごら

んください。 

 ①の、国際スポーツ大会競技普及事業、②

の、ふれあいスポーツ事業につきましては、

これまでに引き続きハンドボール教室、タグ

ラグビー教室などを開催し、競技の普及を通

して大会の盛り上げにつなげてまいります。 

 また③の、諸会議における情報提供につき

ましては、さまざまな機会を捉えて大会の基

本情報やイベント等の紹介を行ってまいりま

す。 

67ページをお願いします。 

イの、一校一国運動の取り組みをごらんく

ださい。 

 今年度は、一校一国運動の３本柱である、

１の大会事前事後学習、２の交流学習、３の

応援国学習に力を入れて取り組んでまいりま

す。 

 主な取り組みについて、①の教育委員会チ

ーム会議につきましては、教育委員会各課、
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私学振興課が連携して取り組みを進めるた

め、定期的に開催し情報共有を図っておりま

す。 

 68ページをお願いします。 

 ③の、ＤＶＤの制作と配付につきまして

は、公立、私立全ての学校に対し、これまで

２回制作・配付しました。 

 大会後は、振り返り版を制作・配付し、事

後学習での活用を想定しています。 

 69ページをお願いします。 

 ⑥の、女子ハンドボール世界選手権大会学

校観戦につきましては、公立、私立全ての学

校に対し、学校観戦観戦者調査を実施しまし

た。現段階では、目標を上回る希望をいただ

いております。 

 以上でございます。よろしくお願いしま

す。 

 

○春日警備第二課長 県警から御説明いたし

ます。 

 国際スポーツ大会開催に伴う県警の取り組

みについてです。 

 資料は、70ページ、71ページとなります。 

 70ページが、これまでの取り組み、71ペー

ジが今後の取り組みとなっております。 

 特に申し上げますのは、②のテロ対策パー

トナーシップ推進会議くまもとによる、官民

連携した活動といたしまして、官民連携によ

るテロ対策につきまして、ＪＲ熊本駅やアク

アドームくまもとにおきまして、消防、日赤

また施設関係者と合同による不審者対応訓

練、爆弾テロ対処訓練を実施し、練度の向

上、連携強化を図りました。これは、写真の

右側でございます。 

 それと、⑥の繁華街対策の強化といたしま

して、本年３月に警察本部生活環境課内に繁

華街特別対策室を設置するなど、体制を強化

しております。 

 また、客引き防止対策のため、４カ国語、

日本語、英語、中国語、韓国語のポケットテ

ィッシュを作成し、宿泊施設等で配布してお

ります。 

 今後の取り組み予定といたしまして、①安

全・安心な大会開催に向けた警備対策といた

しまして、今年度当初予算として承認いただ

きました関係資機材購入予算を執行し、順次

購入手続を進めております。 

 中でも、テロ等防止のための車両突入阻止

資機材について、既に購入手続を終了しまし

た。 

 また、テロ防止啓発動画を作成中でありま

して、完成しましたら街頭ビジョン等で放映

する予定としております。 

 また、⑥の繁華街対策の強化といたしまし

て、本年４月１日に施行された熊本県風俗案

内業の規制に関する条例、及び熊本市客引き

行為等の禁止に関する条例など、あらゆる法

令を活用した取り締まりを強化するととも

に、関係機関・団体と連携した繁華街対策を

強力に推進していくこととしております。 

 以上です。 

 

〇池田和貴委員長 以上で執行部からの説明

が終わりましたので、質疑に入りたいと思い

ます。 

 冒頭お話ししましたように、質疑は議題ご

とに行いたいと思いますので、どうぞよろし

くお願い申し上げます。 

 まず、(1)の2019女子ハンドボール世界選

手権大会熊本開催に関する件について、何か

ございませんでしょうか。 

 ないようですので、次に……済みません。

松野委員どうぞ。 

 

○松野明美委員 女子ハンドボールで、宿泊

先から現場まで、１年くらい前には１時間ぐ

らいかかるんじゃないかと、山鹿とか八代の

ほうはと、お聞きしたんですけど、計画的に

は大体どれくらいかかりますか。 
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○坂本国際スポーツ大会推進課長 熊本市内

から山鹿市につきましては、できるだけ熊本

市内の北にあるホテルに宿泊していただく予

定にしておりまして、35分から40分ぐらいで

山鹿市に到着できるのではないかと考えてい

ます。 

 ただし、八代市につきましては、熊本市内

の中心から八代市まで、おおむね１時間ぐら

いかかると見込まれておりまして、それにつ

きましてできるだけ円滑に輸送ができますよ

う、警察等と協議を進めながら、円滑な輸送

とそれから快適に移動していただくよう、快

適なバスを用意したり、バスの中に無料Wi-F

iを設置するなどの対策を検討しているとこ

ろでございます。 

 

○松野明美委員 片道１時間ですよね。 

 

○坂本国際スポーツ大会推進課長 はい。 

 

○松野明美委員 試合のときの片道１時間と

いうのは相当、選手にとっても疲労がたまる

といいますか、日本人選手はよく寢ている選

手がいるんですけど、外国人選手は風景を眺

めながらリラックスして移動している選手も

多いんです。ちょっと長いかなという感じは

するんです。どうにか30分ぐらいでというの

が希望ではあるんですけど、やはり試合があ

りますからね。八代のほうはですね。 

 

○坂本国際スポーツ大会推進課長 ホテルと

会場につきましては、ＩＨＦ国際ハンドボー

ル連盟のさまざまな基準がある中で協議をさ

せていただいて、熊本市内に宿泊をして、会

場は５会場ということになっております。 

ただ、松野委員おっしゃるとおりの課題も

ございますので、これにつきましては、八代

の会場周辺の練習施設を準備するとか、会場

周辺の宿泊施設にデイユースで休憩していた

だけるような態勢を整えるといったことを調

整しているところでございます。 

 

○松野明美委員 女子の選手は、特にトイレ

の回数が、男性選手に比べて多いような気が

するものですから、そこのところを検討して

いただきたいと思います。 

 もう一つ。 

 

〇池田和貴委員長 はい。 

 

○松野明美委員 食事ですけど、食事は特に

試合中というのはどのような形に、説明はあ

りましたけど、もう一度お願いしていいです

か。選手の食事の環境ですけど。 

 

○坂本国際スポーツ大会推進課長 選手の食

事につきましては、試合がある日につきまし

ては、３回に加えましてもう１食提供するこ

ととなっております。試合が遅く終わった場

合でも、ホテルで食事を提供するように体制

を整えております。 

 

○松野明美委員 スポーツ選手は皆さんそう

ですけど、よく食べるんです。食事は、外国

人選手の方たちは、部屋に持って帰って食べ

る方が多いんです。ストレス解消とかもある

と思うんですけど、そういうようなところで

ケータリングのような方法というのも考えて

いらっしゃるんでしょうか。よくバナナとか

そういう果物をリュックの中に入れて部屋に

帰られたりするような選手もよく見かけるも

のですから、そのあたりを聞かせていただけ

れば。ケータリングといいますか、持って帰

ってはだめだよとか、そういうような指示も

あるんでしょうか。 

 

○坂本国際スポーツ大会推進課長 今のとこ

ろ一応、食事の場所は、各ホテルの中で決ま

った場所を、それぞれの選手が食べられるだ

けのスペースを確保して提供するようにして
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おります。試合会場では、試合のときに食べ

られるようなケータリングも予定はしており

ます。 

 ただ、部屋に帰って、持って帰って食べら

れるような体制につきましては、また調整し

てまいりたいと思います。 

 

○松野明美委員 特に試合が終わった後と

か、やはり開放するものですから、ほかの選

手の皆さんは夜に、ちょっと食堂から持って

帰ったパンを食べたりしている様子も見かけ

たことがあるものですから、もしよかったら

そういうところの決まりといいますか、そう

いうところはちゃんと伝えていただいたほう

が、恐らく何かいろいろと問題が出てこない

のではないかなと。 

 

○坂本国際スポーツ大会推進課長 各チーム

の皆様には、事前にインフォメーションを送

付することになっておりまして、宿泊施設で

の食事、あるいは洗濯物の取り扱い、周辺の

観光情報、ショッピング情報とか必要な情報

は事前に、一冊の本等にしまして提供するこ

ととしておりますので、その中に書き込んで

まいりたいと思います。 

 

○松野明美委員 世界大会のレベルになりま

すと、大体24時間いつでも食べられますよ、

食堂に行ったら食べられますよというような

体制が多いです。ホテルであれば時間も決ま

っていますし、そういうところで恐らく外国

人選手の方々は、特に女子の選手は、バスの

移動中にちょっと軽食を取りたいというよう

な要望も恐らくあるのではないかと思うんで

す。そのあたりは十分に配慮といいますか気

をつけていただきたいと思っています。 

 

〇池田和貴委員長 よろしいですか。 

 

○坂本国際スポーツ大会推進課長 各チーム

にリエゾンといいますか、競技ができる、競

技がわかる方と外国語ができるスタッフを２

名ずつつけることとしておりますので、要望

につきましては細かくフォローしてまいりた

いと思います。 

 

〇池田和貴委員長 ほかにありませんか。  

 なければ次に、(2)ラグビーワールドカッ

プ2019熊本開催に関する件について、質疑は

ありませんでしょうか。 

 

○髙野洋介委員 きのうだったか、熊日新聞

を見ていたら、キャンプの、あれは非公表に

しろという話をワールドラグビーがしてきた

という話なんですけれども、それについて説

明してもらっていいですか。 

 

○坂本国際スポーツ大会推進課長 新聞に出

ました件につきましては、日曜日でございま

すが、全国に一応電話での問い合わせで状況

を確認されておりまして、確かに新聞に書か

れておりますとおり、選手の安全性の確保の

観点ですとか、選手が練習をするときに、そ

の戦略ですとかが外に出ないようにというこ

とで、ワールドラグビー及び組織委員会から

オープンにできないというような話はきてお

りますが、本県としましてもできるだけ、せ

っかく世界レベルの選手の方々に来ていただ

きますので、県民とふれあう機会を設けるこ

とができるようにという要請はしておりま

す。また、あわせて地域交流計画の中で、子

ども達とふれあう機会とか県民の方々とふれ

あう機会を設けることができるようにという

ような、取り組みにつきましては組織委員会

を挟んで各チームとやりとりをさせていただ

いているところでございます。 

 

○髙野洋介委員 ここにあるように、もうキ

ャンプ誘致自体は公表しているわけじゃない

ですか、熊本県にはこの国が来ますと。非公



第２回 熊本県議会 国際スポーツ大会推進特別委員会会議記録（令和元年６月17日) 

 - 18 - 

表というのはその中身のことなのか、これ自

体をもうなしにしろということなのかが、私

全然意味がわからなかったんです。そこをお

願いします。 

 

○坂本国際スポーツ大会推進課長 わかりに

くくて申しわけございません。 

 非公表と申しますのは、選手の宿泊施設で

すとか練習拠点です。事前キャンプして、ど

こで練習をするとか、こういったことは公表

してはいけないと言われているところでござ

います。 

 

○髙野洋介委員 そういったところが、多分

県民の方々の誤解を生んでいるところがある

と思うので、そこはしっかり新聞社にもわか

りやすく書くように抗議をするのか、また皆

様方がどういう広報をされるのかわかりませ

んが、そこを１回整理されたほうがいいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 

○坂本国際スポーツ大会推進課長 ありがと

うございます。 

 

〇池田和貴委員長 ほかにありませんか。 

  （｢なし」と呼ぶ者あり) 

〇池田和貴委員長 なければ、次に(3)東京2

020オリンピック・パラリンピック競技大会

に関する件について、質疑はありませんか。 

  （｢なし」と呼ぶ者あり) 

〇池田和貴委員長 ないようでございますの

で、次に(4)国際スポーツ大会の成功に向け

た取り組みに関する件について、質疑はあり

ませんでしょうか。 

 

○橋口海平委員 ２つの世界大会時に多数海

外から来て、観光地を回るかと思います。 

 そんなときに、例えば県立伝統工芸館は、

朝９時から17時までの開館となっておりま

す。 

 ただ、これがどの時間が正しいかというの

はわからないんですが、そういう時間を、例

えば10時から18時にするとか、そういうこと

を考えているのかどうか、お聞かせいただき

たいと思います。 

 

○上田(哲)観光物産課長 観光物産課でござ

います。 

 現在、伝統工芸館の開館時間は条例で規定

をされておりまして、９時から17時までとな

っております。 

 ただ、条例の中には知事が特に認める場合

ということで、例外的に時間の延長とかも可

能になっているところでございます。 

 それで、昨年度から２つの国際スポーツ大

会前に、例えばナイトタイムエコノミーです

とか、少し時間の延長ということも視野に入

れながら、伝統工芸では館時間ごと、朝の時

間帯それから夕方の時間帯、どの時間帯に来

館者が多いかとかいうふうな数字をとって分

析を始めているところでございまして、延長

の有無についても具体的な検討中という状況

でございます。 

 それから、熊本城周辺で、熊本市の施設も

含めまして大体７つ、県立美術館とか７つぐ

らいの施設がありまして、そこの会議体がご

ざいます。その会議体の中でも皆さん方の施

設の延長の可否も含めて、何か連携してお出

迎えができないかということでの検討も始め

ておりますので、そういうふうなものも含め

まして、お客様をもてなすという観点から具

体的な検討を進めていきたいというふうに考

えております。 

 

○橋口海平委員 ぜひ、海外から来た方が、

そういった県の伝統なども見られるような体

制づくりをお願いいたします。 

 

〇池田和貴委員長 ほかにありませんか。 
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○髙野洋介委員 69ページと２ページの関連

なんですけど、この間、八代市とのいろいろ

意見交換の中で、一校一国運動に関しての話

が出て、八代の場合、10試合ハンドボールの

ほうがあるわけでございますけれども、その

うちの２試合ぐらいに希望が集中しているん

です。だから全然分散できてなくて、それで

枠が決まっているわけですから、恐らく手を

挙げたところみんなが行けないんです、２、

３試合には。だから、そういったところをど

ういうふうに今教育委員会として調整されて

いるのかお尋ねしたいんです。 

 

○西村体育保健課長 体育保健課でございま

す。 

 現在、数的には８万人の希望を大幅に上回

る状況でございますけれども、今先生御指摘

のとおり、会場のキャパ等に、八代市あたり

も非常にキャパが余り大きくない中に集中し

ているというのが現状でございます。 

 そういったところで、希望自体は第１希望

から第５希望まで今とらせていただいている

中で、国際スポーツ推進課と今打ち合わせを

しながら、配置がえを第５希望までの中でう

まく配置するように取り組んでいるところで

すが、まだ完全にできてないところでござい

ます。 

 この後、大会の組み合わせ等も決まる中

で、再度しっかりと話し合いながら進めてま

いりたいと思っているところでございます。 

 

○髙野洋介委員 多分学校現場では土日を避

けたい、夕方の試合を避けたいということ

を、言ってくるんです。だから、そういった

意味で多分そこの２、３試合にしか集中しな

いというところなんですけど、そこはしっか

り学校現場には強く言わないと、このまま行

ったら、じゃ土日は行きません、なら夕方も

行けませんということで、せっかく手を挙げ

ているのが手を挙げなくなるような形になる

のではないかなというのを危惧していますの

で、そこはしっかり現場と、それこそ教育事

務所を通してでも、教育事務所がちゃんとハ

ンドリングして、そこはちゃんと割り振りし

ていったほうがいいと思いますので、これか

らしっかり現場とも協議しながら、一人でも

多くの生徒たちが現場に行って応援できるよ

うな形で取り組んでもらいますよう、よろし

くお願いいたします。 

 

〇池田和貴委員長 ほかに質疑ございません

か。 

 

○城下広作委員 私も想像がつかないんです

けども、試合中とかいろいろ選手も含めて、

例えば観光客も含めた方たちが、たまたま風

邪とかけがをするとか、いろんなことで医療

機関に頼るような機会があったときに、県下

の医療機関の大きいところでしょうけども、

多言語で対応するというのは、これは結構大

変なのかなという、そういう心配事というの

は医療現場から上がることは何かあるんです

か。患者に対するケアというのは。 

 

○坂本国際スポーツ大会推進課長 取りあえ

ず、選手、役員についてだけ申し上げます。 

 選手、役員につきましては、先ほど申しま

したように選手には各チームに語学のできる

職員がついておりますので、医療機関、緊急

に近くのところにそういったことであれば、

その職員が通訳をするとかいったこと、それ

から役員につきましても同じように、ある一

定の職員数を役員に配置することにしており

ますので、その職員が語学バリアについて対

応することとしております。 

 観光客につきましても、ボランティア等に

よりインフォメーションセンター等に職員を

配置することとしておりますが、これにつき

ましては健康福祉部とも連携をしながら医療

機関等との連携が必要であると思っておりま
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す。 

 

○波村国際課長 観光客につきましては、多

言語コールセンターを昨年度から運用してお

りますけれども、今年４月から医療も対象に

なりましたので、医療機関の担当者にかわっ

て通訳が、症状とか聞くようにできるように

なっておりますので、その多言語コールセン

ターの存在について周知を広めたいというふ

うに思っております。 

 以上でございます。 

 

○城下広作委員 外国の旅先でどういう感じ

で、体調を悪くするかわからないし、どこに

行っていいかわからないような感じで、問い

合わせがあって、行った医療現場でもその言

葉で対応できるか、いろいろ不安もあるでし

ょうし、それもおもてなしの一環だと思う

し、しっかり考えていただきたいと思いま

す。 

 あと１点いいですか。 

 

〇池田和貴委員長 はい、どうぞ。 

 

○城下広作委員 特に警察の方は、やはりい

ろんな方が来たりすると、想定しないような

ことが起こったりとか、ましてや、きのうも

ああいう事件なんかも、警察官自体がねらわ

れるという、決して外国人だけじゃなくて、

日本の中で、国内の人が犯罪を起こすような

こともあり得るし、こういうときにこそ、逆

に言えば便乗してというか、ある程度愉快犯

みたいな形の人がいますので、ぜひ用心して

いただきたい。頑張っていただきたい。 

 

○平良警務課長 補足で御説明いたします。 

 今、城下先生からありました件につきまし

ては、既に県内各署で警戒の強化をしており

ます。 

 それから先ほどありました通訳の関係、こ

れは警察本部でも本年４月26日から多言語コ

ールセンターを導入しております。17言語を

24時間対応ということで、３者間通話も可能

になっております。一時的な不測の事態にも

対応できるような、それからまた部内の通訳

要員、これも今回の国スポ大会に備えまし

て、いろんな現場を想定した模擬の訓練等も

実施回数を重ねております。 

 いろんな形で、通訳を含め体制を整えつつ

強化をしているところであります。 

 以上です。 

 

○内野幸喜委員 済みません、ここではなか

ったのかもしれないんですけれども、チケッ

トのほうが好調だという話がありましたけれ

ども、当然チケットを購入された方というの

は、宿泊もある程度予約をされ始めていると

思うんですが、その辺は今どんな状況なんで

すか。 

 

○波村国際課長 海外からの誘客につきまし

ては、目標数が１万2,000人ということで

す。非常に高い数字で、我々も気にしている

ところでございますけれども、幾つかの主要

な施設に問い合わせましたところ、試合の開

催日前後はおおむね客室が埋まっているとい

うところで情報を得ています。 

 ただ、私も心配になりまして、10月６日と

13日、いろんなサイトで見てみましたとこ

ろ、10月13日ウェールズ戦は大分埋まってお

りますけれども、10月６日は少しサイトから

出ておりますので、そこら辺は動向を追いた

いというふうに思っております。 

 ただ、ちょっと値段が高かったり、いろん

な問題が出ているのかなというふうに思って

おりますけれども。日々追っていきたいと思

っております。 

 

○内野幸喜委員 大体ある程度の海外からの

その応援、観戦者も既にもう予約が入ってい
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るという認識でいいんですか。 

 

○波村国際課長 はい。聞き取り調査ではご

ざいますけれども。 

 

〇池田和貴委員長 よろしいですか。はい。 

 ほかにありませんか。 

 なければ、質疑はこれで終了いたします。 

 次に、閉会中の継続審査についてお諮りい

たします。 

 本委員会に付託の調査事件については、審

議未了のため次期定例会まで本委員会を存続

して審査する旨、議長に申し出ることにして

よろしいでしょうか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

〇池田和貴委員長 異義なしと認め、そのよ

うにさせていただきます。 

 次に、その他として何かございますでしょ

うか。 

  （｢なし」と呼ぶ者あり) 

〇池田和貴委員長 はい。それでは、これを

もちまして本日の委員会を閉会いたします。

 お疲れさまでございました。 

 なお、委員の皆様には連絡事項がございま

すので、若干お待ちいただきますようにお願

いします。 

  午後２時18分閉会 
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